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	電波政策懇談会　第７回会合　議事要旨
	１　日時
	２　場所
	３　 出席者（敬称略）
	４　議事
	各議題について以下のような意見及び質疑応答があった。
	○将来像とプロジェクト、プログラム、結果としての社会効果について、前後の流れ、つながりがわかりにくいので見せ方を工夫すべき。紙媒体ではなく、ハイパーリンクをクリックすると関連箇所へ飛ぶような新しい見せ方があるとわかりやすい。
	○周波数利用効率を上げる基本的な技術を重点課題に埋め込むべき。コグニティブ無線の定義を周波数有効利用の概念を含んだものにすべき。未利用周波数帯の開拓についても、課題の中で明確化すべき。
	○５つのプロジェクトとその推進プログラム、結果としての産業創出という流れが簡単にわかるよう整理すべき。
	○５つのプロジェクトがそれぞれ独立しているのではなく、相互に関連して動いているという点も加えてはどうか。
	○推進プログラムの内容は、もっと具体的に記載してはどうか。他の章と比べ中身が薄く感じられる。
	○テストベッドの活用が新産業創出に向けた取組を加速するという部分をもっとアピールすべき。
	○テストベッドの活用の中で、「地域」「自治体」という視点が必要。
	○具体的な推進プログラムを示した上で、それが将来イメージにつながるという流れがわかるよう書き方を工夫して欲しい。
	○国際展開による電波関連市場創出の割合が少ないが、もっと多い。感覚的には国内市場の１／４くらいので輸出関連があるのではないか。
	○経済効果の部分で、雇用創出の具体的な数字を盛り込めればと思う。
	○標準化を含めた国際戦略を、第6章のなかで戦略の一つとして明示すべき。
	○家庭内ワイヤレスプロジェクトの周波数配分について、ミリ波帯だけでなくもう少し低い周波数帯（40GHz帯など）も候補に入れてはどうか。
	○2020年の予測なのに、DVDレコーダー市場というのはおかしいのではないか。
	○コグニティブ無線を米国の先進的取組の中に記載すべき。
	○各ページや節のタイトルを、中身について見た人が興味を引くよう工夫してほしい。
	○ユーザーや関係省庁と協調し、ニーズや問題点などについて調整することが必要。
	○技術面や経済面以外による導入の障害がさまざまあり、技術を適切に使えない場面があることへの指摘を盛り込んでもらいたい。
	○用語集は電波に関わる用語に重点を置いてもらいたい。
	○設備競争とサービス競争の関係の問題や、公共ブロードバンド展開での電波政策的な問題などについて、これからもしっかり継続して検討していただきたい。
	６　今後のスケジュール
	・今回頂いた意見等を踏まえ、次回懇談会で検討を行う。
	・第８回懇談会の開催スケジュールは現在調整中。

